
道 徳 学 習 指 導 案 

メイン 河野 校長 

サブ  奥西 先生 

 

１ 日  時  平成平成３０年５月１８日（金） 13:05 ～ 13:25 

２ 主 題 名  「ファミリー班でみんなが楽しく活動できるために」 

＜内容項目 よりよい学校生活・集団生活の充実 等 」＞ 

３ ね ら い  ・一年生を迎える会でのがんばりを振り返り、１年間活動を共にする異年齢の仲間とよりよい

集団を作っていこうとする心情を育てる。 

４ 本時の展開 

過程  形態 主な発問と児童の反応 等 留意点 その他 

導入 全 全校合唱「はじめの一歩」 
・無言入場 

 
ピアノ（田中） 

展開 
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・６年生や児童会の人の話

をしっかり聞いた。 

・みんなと協力してゲーム

を楽しんだ。 

・６年生が、班の意見をま

とめようと頑張っていた。 

 

 

 

 

 

 

・意見交流 

 

 

 

 

 

 

 

・まずは、６年生がリーダーとし

て発言できるように、サポート

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各班での話合いをサポートして

ください。 

・リーダーだけでなく、いろいろ

な学年の児童にも発言させたい

と思います。班での話し合いで

良い意見を出していた子を紹介

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

マイク 

（①清水） 

（②瀨戸） 

（③中村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイトボード 

（奥西） 

 

 

 

 

 

 

終末  まとめ 

 

 

 

・これから始まるファミリー班活

動への期待感が高まるようにす

る。 

 

 

 ※ 事前に、一年生を迎える会の感想が言えるように、考えさせておいてください。 

 ※６年生は、班での話合いで出た意見を基に、後日班のめあてを配布された別紙に書き担任に提出させてくだ

さい。実践活動部でまとめ、掲示します。 

 

きのう、一年生を迎える会がありましたね。 

どんなことをがんばりましたか。 

友達やほかの学年でがんばっている人を見つけましたか。 

 

  （数名に聞きます。） 

これからファミリー班での活動がたくさんあります。 

ファミリー遊び、ファミリー掃除、ファミリーハリケーン、大縄大会。 

ファミリー班のみんなが「楽しい。」「この班でよかった。」と思えるように

するには、どうすればいいか考えましょう。 


